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ボーっとなんかしていられない
新 国  勇

夏になれば耐えられない猛暑がつづき、巨大台風が発生
して堤防決壊や土砂崩れがおきる。国はインフラを強靭化
し、学校にはエアコンの設置をすすめるという。国政選挙
や地方選挙があれば、景気・雇用、人口減少といった公約を
掲げる候補者がほとんど。行政の対応も選挙の公約もたい
せつなことではあるが、そんな対処療法では解決できない
時代になってきているだろう。

わたしたちは、いま地球温暖化という大問題に直面して
いる。このままなにもしないで二酸化炭素を排出しつづけ
れば、2030年には世界の大気温度は産業革命前に比べて
1.5度上昇するという。160年ほど前にはじまった産業革命
で、すでに1度上昇している。それがわずか10年たらずで
0.5度あがるというのだ。たった1.5度の上昇でなにが変わ
るか。この1.5度は、すでに後戻りできない地点ということ
で、ティッピングポイントと呼ばれている。1.5度にたっ
した2030年以降の地球環境は、将棋倒しのように負の連鎖
がおきていくという。すなわち北極や南極の海氷が溶け出
し、海水面と海水温が上昇、永久凍土も溶けはじめてメタ
ンガスが発生、スーパー台風やスーパーハリケーンが続発、
洪水、高潮、高波、干ばつ、山火事も頻発し巨大化、長期化
するといわれている。それらは悪化している水の循環、陸
や海の生物多様性の劣化にいっそう拍車をかける。地球の
資源や回復力は無限ではない。経済活動は破綻するだろう。
予想されるのは資源や食料の奪い合いであり、紛争や戦争
である。これは他人ごとではなく、わたしたち以降の世代
の未来をうばってしまう深刻な事態だ。

もはや温暖化といったなまやさしい状況ではない。気候
炎暑化とよんでいる国もあるほどだ。気候の危機であり、
気候の非常事態である。これだけ大規模な気象災害が毎年
発生し、世界中の科学者がさんざん警告しているにもかか
わらず、日本の政治家やマスコミの反応はにぶい。へたに
行動して批判されるのをおそれ、おじけづいているとしか
思われない。たぶん世界中が同じ方向にうごきはじめたと
き、大あわてで方向転換することだろう。

あまりにもでかすぎる話で、いまなにをすればよいかわ
からない。とりあえずは、つぎのふたつを実行してはどう
だろう。

ひとつは、「電気はこまめに消す」「つかわないコンセント
は抜く」「レジ袋はもらわない」「自動車のアイドリングはし
ない」「シャワーの出しっぱなしはしない」「ペットボトルは
買わないでマイボトルを使う」などをこころがけることだ。
地球環境が限界点を超えようとしている今こそ、ささいな
ことからはじめるべきだ。一つひとつの積み重ねが、大き
なうねりとなって地域や国を変え、地球を変えていく力に
なると信じている。

ふたつめは、政治家に気候問題を政策課題にあげさせる
こと。ヨーロッパでは環境問題を主要政策にかかげる政党
が支持を集める。ドイツでは、二酸化炭素を大量に排出す
る航空機を使わずに、排出量のすくない鉄道の利用をすす
める政策がつくられるという。それは国民の意識が変わら
なければ実現しない。日本の場合、経済発展や産業振興が
たいせつな政策で、気候問題は票にならないから政策課題
とならない。そうなるのは目先の利益しか考えない国民が
多いからだ。その意味では有権者の意識が変わらなければ
ならない。なかでも若者が気候や環境問題に敏感になって
ほしい。将来、悪化した地球に住むのは、かれらなのだから。

猶予期間はあと10年ほどしかない。激変する地球をまえ
に、若者やその子ども、そして孫たちがすこやかに生きて
いくことはできるのだろうか。そのためには、足元にある
あたりまえのしあわせを実感して生活していくようにする
のがいちばんだと思う。「家族や友人といつも一緒にいられ
る」「熱中できる趣味がある」「得意なスポーツがある」「自分
の住む地域が大好き」ということに満足感を覚えられれば、
なにもこわくはない。いまこそ経済成長という無理な目標
をとり払い、地球に生かされていることに感謝しつつ、生
活と意識を変えよう。

ボーっとなんかしていられない。
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2013年からほぼ毎年、場所を変えて、環境省の里山モニ
タリングサイト1000の植物調査手法を用いて花暦を作成
しています。2013年は只見町青少年旅行村いこいの森、
2014年は要害山、2015年は季の郷湯ら里周辺、2017年は
蒲生岳周辺で調査を実施し、2018年は布沢の癒しの森で
行いました。

布沢の癒しの森は、ブナの森の体験・観察コースとして
よく知られています。5月から11月まで毎月1回、同じルー
ト（図１）を歩いて、蕾、花、実をつけている植物を見つけ
て名前を記録しました。その場で分からないものは写真を
撮り、後で名前を調べました。シダ類は発見時に名前が分
かるものだけ、名前を調べるのが難しいイネ科、カヤツリ
グサ科、スゲ属、コケ類および栽培種は原則として調査対
象外としました。調査にはのべ42名が参加しました（表1）。

今回の調査地は只見町と金山町の境界になっている緩や
かな起伏のある尾根で、標高は600m ～ 630mです。遊歩道
入口付近はスギやカラマツの植林地やミズナラ自然林があ
り、その奥はブナの林になっていて、駐車場から遊歩道入
口までの少しの県道区間を除くと、全部森の中というコー
スです。

調査により124種の植物が確認され、花暦を作成しまし
た（表2）。ユキグニミツバツツジがあるはずですが、確認
できませんでした。花が咲かなかったのかもしれません。
日本海側に生育するものや只見町指定貴重動植物など注目
すべき植物は16種（表3）で、国や県のレッドリストに該当

する植物はありませんでした。また、これまでの調査では
確認された種類が200種を超えていましたが、今回は最も
少ない種数となりました。これは、調査コースがほぼ森の
中という均質な環境であったためと思われます。これまで
の調査地と異なる点は、ヒメモチやツルシキミ、エゾユズ
リハといった常緑の低木が目立ったことです。

警戒すべき外来種としてセイタカアワダチソウ、エゾノ
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調査ルート

表1　調査日と参加者

調査日 天候 人数 調査者氏名

5月13日 小雨 14人

新国勇、熊倉彰、濱口喜博、濱口徳
江、古川勝久、古川佑子、中野智
子、中野一、中野晴二郎、大宮明、
大宮みゆき、渡部和子、髙原豊、髙
原郁子（学ぶ会のバードウォッチ
ングと兼ねて開催）

6月11日 小雨 6人 渡部和子、遠藤菜緒子、大宮明、大
宮みゆき、髙原郁子、髙原豊

7月8日 くもり 4人 大宮明、髙原朗、髙原郁子、髙原豊

8月6日 くもり 5人 大宮明、渡部和子、髙原朗、髙原郁
子、髙原豊

9月10日 くもり
のち雨 4人 大宮明、渡部和子、髙原郁子、髙原

豊
10月6日 晴れ 3人 髙原朗、髙原郁子、髙原豊

11月11日 くもり 6人 大宮明、大宮みゆき、菅原孝、高原
朗、高原郁子、髙原豊

計 7回　42人
図1　調査ルート
国土地理院地図（https://maps.gsi.go.jp）を利用

調査のようす

癒しの森 調査報告
髙原 豊　髙原郁子

植物モニタリング調査2018
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表2　癒しの森の花暦	 種名の■■は只見町指定希少動植物、■■は日本海要素の植物

種　　名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
フキ 実 実
ブナ 実 実 実 実
オオイワウチワ 実 実 実
アカイタヤカエデ 花 実
ハイイヌガヤ 花 実 実
ヒメアオキ 花 実 実 実 実 実
アブラチャン 花 実 実
オクチョウジザクラ 花
カタクリ 花
スミレ 花
ナガハシスミレ 花
ハウチワカエデ 花
ミツバアケビ 花
ムラサキヤシオツツジ 花
モミジイチゴ 花
ツノハシバミ 花 実
タムシバ 花 実 実
ミズナラ 花 実
チゴユリ 花 花 実 実 実 実 実 実
オオタチツボスミレ 花 花 花 実
ツボスミレ 花 花
オオバクロモジ 花 花 実 実
ツクバネソウ 蕾 花 花 実
ミツバツチグリ 蕾 花 蕾 花
ウワミズザクラ 実
オオカメノキ 実
コハウチワカエデ 実
オオバボダイジュ 実 実
オオウラジロノキ 実 実 実
エゾユゾリハ 蕾 実
アクシバ 蕾 花 実
アマドコロ 花 蕾 花
ウラジロヨウラク 花
オオヤマフスマ 花
キバナイカリソウ 花
サギゴケ 花
ハクウンボク 花
ムラサキサギゴケ 花
ミヤマガマズミ 花 実 実 実
ウメガサソウ 花 実
ギンリョウソウ 花 実
ホオノキ 花 実 実
シオデ 花 花 実
ヤマツツジ 花
ツルアジサイ 花 花
ムラサキツメクサ 花 花 花 花 蕾 花 花 実
タニウツギ 蕾 花 実
ミミナグサ 蕾 花
ヨツバムグラ 蕾 花 実
オニアザミ 蕾 花 花 実
フデリンドウ 実
ヤマウルシ 実
タカノツメ 実 実
ササバギンラン 実 実 実 実 実
イチヤクソウ 蕾 花 実
オニノヤガラ 花 実
ツルアリドオシ 実 実 花 実 実 実 実
ウルシ 蕾 花 実
クルマユリ 花 実 実
ヤマニガナ 花 実
イワガラミ 花
ウツボグサ 花

種　　名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
エゾノギシギシ 花
シャクジョウソウ 花
ドクダミ 花
ヤマボウシ 花
ハルジオン 蕾 花
オカトラノオ 蕾 花 花
ホウチャクソウ 実
ナルコユリ 蕾 実
ヤマユリ 蕾 蕾 実 実 実 実
イタドリ 蕾
キクバドコロ 蕾
トリアシショウマ 蕾 実
オトギリソウ 蕾 実
ムラサキシキブ 蕾
ニガナ 実 花 実 花
シロツメクサ 花
ヤドリギ 花 実
アカミヤドリギ 実
コマツナギ 花 蕾 花 実 実
ヒメジョオン 花 花
チヂミザサ 花 花
ヨツバヒヨドリ 花 花
マルバハギ 花 実 実
ヤマハギ 花 実 実
リョウブ 蕾 蕾 花 花 実
ギシギシ 実
スギ 実
コナラ 実 実
ウド 花 実
キンミズヒキ 花 実
ゲンノショウコ 花 実 花 実
アカソ 花
カタバミ 花
ギンリョウソウモドキ 花
ハナタデ 花 実
オトコエシ 蕾 花 花
クルマバハグマ 蕾 蕾 蕾 蕾 花 蕾 花 実
クルマムグラ 蕾 蕾
ヤマシロギク 蕾
ミヤマウズラ 蕾 実
タラノキ 蕾 実 実
ホツツジ 蕾 実 実
オオバコ 実
クリ 実
コシアブラ 実
ススキ 実 実
オオヨモギ 蕾 実
ヨモギ 蕾 実
イヌタデ 花 実
アキノキリンソウ 蕾 蕾 花 実
ノコンギク 蕾 花
ツルリンドウ 蕾 蕾 蕾 花
ミゾソバ 蕾
ゴマナ 実
ハイイヌツゲ 実
ヒトツバカエデ 実
ヒメモチ 実
ミヤマナルコユリ 実
セイタカアワダチソウ 花 実
ウシハコベ 花
ツルシキミ 実 蕾 実
オヤマボクチ 蕾
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ギシギシ、ヒメジョオンが確認されましたが、県道脇に生
育していたものの、森林内には侵入していないようでした

（表4）。遊歩道沿いに侵入してこないか注意して、侵入し
たものは駆除した方が良いと思います。

今回、調査した癒しの森のコースは、起伏が少なくて手
軽にブナ林を楽しむことができ、只見町でも利用の多い
コースです。絶滅危惧種は確認されませんでしたが、か
えって一般の方を案内するには、一部の種類に注意すれば、
保護にあまり気を遣わず気軽に案内できるコースと言える
のではないでしょうか。この花暦が、皆さんの自然観察の
一助となるとともに、自生の植物がいつまでも残っている
ように見守っていただければ幸いです。

最後になりましたが、調査にご参加いただいた皆さん、
大変ありがとうございました。次回の調査もよろしくお願
いします。

〈参考文献〉
会津只見の自然～只見町史資料集第4集【植物編】（只見町史編さ
ん委員会，2001）、レッドデータブック2014－日本の絶滅のおそれ
のある野生生物－8 植物Ⅰ（環境省，2015）、学ぶ会通信vol.9 ～
13（只見の自然に学ぶ会，2015 ～ 2019）、改訂新版日本の野
生植物1 ～ 5（大橋広好ほか，平凡社，2015-2017）、環境省ホー
ムページ（https://www.env.go.jp）、国立環境研究所ホームページ

（www.nies.go.jp）、国土地理院地図（https://maps.gsi.go.jp）

表3　癒しの森の特徴的な植物・注目すべき植物

種　　名 科　　名 日本固有 特　徴　等

オオイワウチワ イワウメ科 ● 只見町指定貴重動植物、日本海要
素の植物

カタクリ ユリ科 只見町指定貴重動植物
キバナイカリソウ メギ科 〃
クルマユリ ユリ科 〃
ヤマユリ ユリ科 ● 〃
ハイイヌガヤ イチイ科 日本海要素の植物
ヒメアオキ アオキ科 ● 〃
オクチョウジザクラ バラ科 ● 〃
オオバクロモジ クスノキ科 ● 〃
タニウツギ スイカズラ科 ● 〃
ハイイヌツゲ モチノキ科 ● 〃
ヒメモチ モチノキ科 ● 〃
ツルシキミ ミカン科 〃

エゾユゾリハ ユズリハ科 本州では中北部のおもに日本海
側の多雪地帯に生育

ウラジロヨウラク ツツジ科 ● 園芸的採取のおそれ
ムラサキヤシオツツジ ツツジ科 ● 〃

表4　癒しの森の生態系被害防止外来種

定着を予防する外来種
該当なし

総合的な対策が必要な外来種
重点対策種 特に問題となる地域や環境

セイタカアワダチソウ 湿原・湿地
その他の総合対策種 特に問題となる地域や環境

エゾノギシギシ 亜高山帯の自然草原や湿地
ヒメジョオン 山地や亜高山帯の草原

環境省ホームページ：生態系被害防止外来種リストより
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/iaslist.html	

オクチョウジザクラ

イチヤクソウ

クルマユリ
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県と町 へ の 申し入 れ

2019年２月26日に福島県知事と只見町長に対して申し入れを行いました。「只見町内の公道での除草剤の使用中止につ
いて（申し入れ）」と「只見町亀岡地内における伊南川右岸堤防表法面への階段設置工事の中止について（申し入れ）」の２件
です。その経過を報告したメーリングリストの内容と申し入れ書を掲載いたします（申し入れ書は7-10ページ）。

公道への除草剤使用禁止について

2018年の夏、町内の国道や県道の両わきが、除草剤で赤
褐色になりました。これについて町に問いただしたところ、
もうさせないと明言しました。昨年から多くの批判が寄せ
られていたので、当然といえば当然です。 除草剤の使用は、
景観を損ねるばかりか、健全な生態系をこわしてしまいま
す。
「自然首都・只見」と銘打って町づくりをしている只見町

が、越後三山只見国定公園内と只見柳津県立自然公園内、
そしてユネスコ登録の只見ユネスコエコパーク内において
平然と除草剤をまくという無神経ぶりには怒りを通り越し
て、情けないとしかいえません。しかし、残念ながら県や
町にとっては、それほどのことでもないらしいのです。

草刈り予算もない、請負業者もいない、それでも住民要
望はでてくる。そのなかでの選択肢だといいます。

民意が行政に反映するのだから、まずは町民の意識を高

めるしかない。時間はかかりますが、ここは学ぶ会が毅然
とした行動をとるべく申し入れをする次第です。
 （2019年2月26日　新国　勇）

亀岡堤防のコンクリート階段設置工事について

学ぶ会が福島県知事と只見町長に中止を申し入れた亀岡
堤防のコンクリート階段設置工事が取り止めになりました。

南会津建設事務所の石倉河川計画課長から、きょうの午
後2時ころ電話があり、中止するとの報告を受けました。
わたしたちの願いが通じたのです。

さまざまな圧力と出遅れた行動から、中止させるのはむ
ずかしいかなとも思いましたが、結局のところ、わたした
ちの意見が通りました。正論が通ったともいえます。

さびれる一方の地域の活性化はたいせつな課題です。で
も、地域を活性化する以前に、種の保存をはかり、その生
息地を守っていかなければ、わたしたちの将来は立ちいか
なくなってしまうのです。食糧の備蓄もしないで、その日
その日のごちそうを刹那的に楽しんでいるようなものです。
食べるものがなくなってから騒ぎだしたのでは手遅れです。
そうならないために、世界中の国々は生物多様性条約をむ
すび、国は生物多様性国家戦略をつくって、生物の遺伝子
と生息地と種の多様性を守ることに舵をきったのです。

今回の学ぶ会の申し入れは、生物多様性の重要性を真っ
向からかかげました。行政も為政者も、もはや無視するこ

とができない時代になりました。
この種の運動は、いままでは田舎の同調圧力や為政者へ

のそんたくなどで、手は上げてもつぶされたものです。
今回のことで、将来に向かって希望と自信がわいてきま

した。この行動が、わたしたちの未来にとって真の貢献と
なることを信じて。 （2019年5月14日　新国　勇）

除草剤が散布された国道252号田子倉地内

階段設置工事が計画された亀岡の河川敷
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平
成
31
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福
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知
事
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の
自
然
に
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ぶ
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Ｘ
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福
島
県
が
管
理
す
る
道
路
に
お
け
る
除
草
剤
の
使
用
中
止
に
つ
い
て
（
申
し
入
れ
）

日
頃
よ
り
、福
島
県
民
の
生
活
向
上
の
た
め
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

本
会
は
、地
域
の
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
会
員
は
80
名
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
平
成
22
年
に
南
会
津
地

方
植
樹
祭
に
お
い
て
緑
化
功
労
賞
、福
島
民
友
新
聞
社
か
ら
は
み
ん
ゆ
う
環
境
賞
を
受

賞
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
8
月
、
福
島
県
が
管
轄
す
る
南
会
津
郡
只
見
町
内
の
公
道
沿
線
に
お
い

て
除
草
剤
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
把
握
し
た
箇
所
は
、
国
道
25
2

号
田
子
倉
地
内
、
同
石
伏
地
内
、
同
塩
沢
地
内
、
さ
ら
に
国
道
28
9
号
線
梁
取
地
内
、

同
大
倉
地
内
、
さ
ら
に
県
道
15
3
号
小
林
会
津
宮
下
停
車
場
線
布
沢
地
内
で
し
た
。こ

れ
ら
は
風
光
明
媚
な
山
岳
や
湖
沼
の
な
か
を
走
る
公
道
で
す
。
ブ
ナ
の
深
緑
の
中
、道

路
沿
い
の
植
物
群
落
は
赤
褐
色
に
枯
れ
上
っ
て
い
ま
し
た
。除
草
剤
が
使
用
さ
れ
た
箇

所
は
、越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
内
お
よ
び
只
見
柳
津
県
立
自
然
公
園
内
で
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
重
大
な
こ
と
は
、
本
行
為
が
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
に
基
づ
く
只
見
ユ
ネ

ス
コ
Ｂ
Ｒ
（
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
の
指
定
地
域
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
の
自
然
公
園
法
、そ
し
て
貴
重
な
生
態

系
を
守
り
、人
と
自
然
の
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ

Ｒ
の
理
念
を
無
視
し
た
行
為
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

当
会
員
の
多
く
は
、町
内
の
ブ
ナ
林
な
ど
自
然
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
来
町
し
た

観
光
客
を
案
内
す
る
町
公
認
自
然
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
目

的
地
ま
で
の
道
す
が
ら
、道
路
沿
い
の
赤
茶
け
た
植
物
群
落
を
見
せ
な
が
ら
案
内
す
る

の
に
た
い
へ
ん
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。国
定
公
園

と
県
立
自
然
公
園
、
さ
ら
に
は
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
自
然
首
都
・

只
見
」
の
誇
り
を
足
元
か
ら
汚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
同
様
の
苦
情
は
、
多
く

の
町
民
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
草
剤
の
使
用
は
、生
態
系
お
よ
び
人
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
極
力
避
け
る
こ
と

は
い
ま
や
世
界
の
潮
流
で
す
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
の
中
、
除
草
の
省
力
化
と
予
算
削

減
と
い
う
目
先
の
目
的
達
成
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
問
題
で
す
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、福
島
県
に
よ

る
数
々
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
成
果
が
見
ら
れ
は
じ
め
た
な
か
に
お
い
て
、
同
じ
福
島

県
に
お
い
て
今
回
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、遺
憾
の
極
み
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
只
見
柳
津
県
立
自
然
公
園
を
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
に
編
入

す
る
と
い
う
動
き
が
あ
る
な
か
に
お
い
て
、
そ
れ
に
泥
を
塗
る
行
為
と
も
い
え
ま
す
。

只
見
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
、
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
、
只
見
柳
津
県
立
自
然
公
園
と
い

う
国
内
屈
指
の
傑
出
し
た
自
然
環
境
を
有
す
る
只
見
町
に
お
い
て
、住
ん
で
い
る
住
民

が
な
さ
け
な
く
感
じ
、訪
問
し
た
人
々
か
ら
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
二
度

と
し
な
い
よ
う
毅
然
と
し
た
道
路
行
政
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
い
た
し
ま

す
。 福
島
県
に
お
い
て
は
、除
草
剤
の
使
用
に
よ
っ
て
生
態
系
保
全
と
景
観
維
持
を
無
視

す
る
道
路
管
理
を
行
っ
た
こ
と
に
猛
省
を
促
す
と
と
も
に
、今
後
は
そ
の
使
用
を
中
止

す
る
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
ま
す
。

内堀雅雄福島県知事に提出した除草剤使用中止の申し入れ書
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菅
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只
見
町
内
の
公
道
で
の
除
草
剤
の
使
用
中
止
に
つ
い
て
（
申
し
入
れ
）

日
頃
よ
り
、町
民
の
生
活
向
上
の
た
め
諸
施
策
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

本
会
は
、地
域
の
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
会
員
は
80
名
を
数
え
、
平
成
22
年
に
は
南
会
津
地
方
植
樹
祭
に
お
い
て

緑
化
功
労
賞
、そ
し
て
福
島
民
友
新
聞
社
か
ら
は
み
ん
ゆ
う
環
境
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。 さ
て
、
本
会
で
は
、
昨
年
8
月
、
福
島
県
が
管
轄
す
る
南
会
津
郡
只
見
町
内
の
公
道

沿
線
に
お
い
て
除
草
剤
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。把
握
し
た
箇
所
は
、

国
道
25
2
号
田
子
倉
地
内
、
同
石
伏
地
内
、
同
塩
沢
地
内
、
さ
ら
に
国
道
28
9
号
線
梁

取
地
内
、
同
大
倉
地
内
、
さ
ら
に
県
道
15
3
号
小
林
会
津
宮
下
停
車
場
線
布
沢
地
内
で

す
。
こ
れ
ら
は
風
光
明
媚
な
山
岳
や
湖
沼
の
な
か
を
走
る
公
道
で
す
。
ブ
ナ
の
深
緑
の

中
、
道
路
沿
い
の
植
物
群
落
は
赤
褐
色
に
枯
れ
上
っ
て
い
ま
し
た
。
除
草
剤
が
使
用
さ

れ
た
場
所
は
、越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
内
お
よ
び
只
見
柳
津
県
立
自
然
公
園
内
で
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
重
大
な
こ
と
は
、
本
行
為
が
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
に
基
づ
く
只

見
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
（
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
の
指
定
地
域
内
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
こ
と
で
す
。

す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
の
自
然
公
園
法
、そ
し
て
貴
重
な
生
態

系
を
守
り
、人
と
自
然
の
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ

Ｒ
の
理
念
を
無
視
し
た
行
為
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

当
会
員
の
多
く
は
、町
内
の
ブ
ナ
林
な
ど
自
然
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
来
町
し
た

観
光
客
を
案
内
す
る
町
公
認
自
然
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
目

的
地
ま
で
の
道
す
が
ら
、道
路
沿
い
の
赤
茶
け
た
植
物
群
落
を
見
せ
な
が
ら
案
内
す
る

の
に
た
い
へ
ん
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。国
定
公
園

と
県
立
自
然
公
園
、
さ
ら
に
は
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
自
然
首
都
・

只
見
」
の
誇
り
を
足
元
か
ら
汚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
同
様
の
苦
情
は
、
多
く
の

町
民
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
草
剤
の
使
用
は
、生
態
系
お
よ
び
人
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
極
力
避
け
る
こ
と

は
い
ま
や
世
界
の
潮
流
で
す
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
の
中
、
除
草
の
省
力
化
と
予
算
削

減
と
い
う
目
先
の
目
的
達
成
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
問
題
で
す
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、数
々
の
施
策

が
講
じ
ら
れ
、
成
果
が
見
ら
れ
は
じ
め
た
な
か
に
お
い
て
、
今
回
の
よ
う
な
行
為
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
、
遺
憾
の
極
み
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
公
道
へ
の
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
、実
施
前
に
福
島
県
山
口
土
木
事

務
所
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

只
見
町
は
、
第
7
次
只
見
町
振
興
計
画
の
も
と
、「
人
と
自
然
の
共
生
」
を
保
ち
な

が
ら
持
続
可
能
な
施
策
を
、あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。
本
計
画
で
は
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
世
界
に
誇
れ
る
自

然
や
文
化
を
活
か
し
た
施
策
を
行
う
と
明
記
し
て
い
る
の
に
、な
ぜ
今
回
の
行
為
を
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

只
見
町
は
、
只
見
ユ
ネ
ス
コ
Ｂ
Ｒ
、
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
、
只
見
柳
津
県
立
自

然
公
園
と
い
う
国
内
屈
指
の
傑
出
し
た
自
然
環
境
を
有
し
、
自
然
の
中
心
地
と
し
て

「
自
然
首
都
・
只
見
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。

只
見
町
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
町
民
が
な
さ
け
な
く
感
じ
、
訪
問
し
た
人
々
か

ら
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と
さ
れ
な
い
よ
う
毅
然
と
し
た
態
度
で

行
政
執
行
さ
れ
る
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
生
態
系
保
全
と
景
観
維
持
を
無

視
し
た
道
路
管
理
を
行
っ
た
福
島
県
に
対
し
、公
道
へ
の
除
草
剤
の
使
用
を
止
め
さ
せ

る
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
ま
す
。

菅家三雄町長に提出した除草剤使用中止の申し入れ書
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只
見
町
亀
岡
地
内
に
お
け
る
伊
南
川
右
岸
堤
防
表
法
面

へ
の
階
段
設
置
工
事
の
中
止
に
つ
い
て
（
申
し
入
れ
）

日
頃
よ
り
福
島
県
民
の
た
め
諸
施
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
本
会
は
、
発
足
当
初
か
ら
川
辺
を
縁
取
る
樹
林
帯
で
あ
る
水
辺
林
の
調
査
と
保
護

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

さ
て
、
昨
年
、
南
会
津
郡
只
見
町
大
字
亀
岡
地
内
の
伊
南
川
右
岸
堤
防
に
お
い
て
、

堤
防
裏
法
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
階
段
と
す
る
工
事
が
な
さ
れ
ま
し
た
。隣
接
す
る

サ
ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト
の
観
覧
席
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
今
後
、
当
該
堤
防
の
表
法

面
に
も
河
川
敷
に
降
り
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段
を
設
置
す
る
計
画
案
が
あ
る

と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
本
事
案
に
つ
い
て
、
本
会
と
し
て
下
記
の
理
由
に
よ
り
、当

該
地
へ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段
を
設
置
す
る
計
画
の
中
止
を
申
し
入
れ
ま
す
。

記

１
．
亀
岡
地
内
の
伊
南
川
河
川
敷
は
、
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が
自
生
す
る
場
所
で
す
。本

種
は
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
と
さ
れ
て
お
り
、
福

島
県
内
に
お
い
て
は
伊
南
川
下
流
域
と
只
見
川
支
流
叶
津
川
の
一
部
に
だ
け
自

生
し
て
い
る
貴
重
種
で
す
。
福
島
県
下
に
お
い
て
唯
一
こ
こ
だ
け
に
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が
自
生
し
て
い
る
の
は
、
当
該
地
が
人
為
の
影
響
が

及
ん
で
い
な
い
生
態
系
を
有
し
て
い
る
証
で
す
。
た
と
え
河
川
敷
内
に
手
を
入

れ
ず
に
階
段
だ
け
を
設
置
し
て
も
、
人
為
の
影
響
が
生
ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
人
為
に
よ
る
攪
乱
を
防
ぎ
、
絶
滅
危
惧
種
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に

は
現
状
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
が
最
善
の
策
で
す
。

２
．
河
川
法
第
1
条
は
、
河
川
の
管
理
は
「
治
水
」
と
「
利
水
」
の
ほ
か
に
「
河

川
環
境
の
整
備
と
保
全
」
を
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
ユ
ビ
ソ
ヤ

ナ
ギ
の
集
中
自
生
地
で
あ
る
伊
南
川
流
域
に
お
い
て
は
、
当
該
河
川
に
自
生
す

る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
分
布
調
査
及
び
生
態
調
査
を
行
い
、
生
育
環
境
を
保
全
す

る
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
保
全
策
を
講
じ
河
川
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
事
案
の
場
合
は
、
流
域
全
体
の
保
全
策
を
講
じ
た
上
で
対
応

す
べ
き
も
の
で
す
。

３
．
伊
南
川
は
、
有
史
以
来
、
暴
れ
川
と
し
て
知
ら
れ
、
洪
水
が
多
発
す
る
河
川

で
す
。
と
く
に
亀
岡
地
区
に
お
い
て
は
、
本
流
が
カ
ー
ブ
し
て
当
該
堤
防
に
ぶ

つ
か
る
た
め
、
洪
水
の
常
襲
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
該
地
の
河
川

敷
に
降
り
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
階
段
が
設
置
さ
れ
れ

ば
不
特
定
多
数
の
人
の
接
近
を
可
能
と
し
、
防
災
面
に
お
い
て
も
管
理
面
に
お

い
て
も
問
題
が
生
ず
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

４
．
新
た
な
工
作
物
を
設
置
す
れ
ば
、
経
年
劣
化
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
除
草

対
策
等
の
諸
負
担
が
生
じ
ま
す
。あ
い
ま
い
な
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
工
作
物
は

、
利
用
さ
れ
ず
に
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
新
規
工
作
物
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
投
資
効
果
と
維
持
経
費
を

熟
慮
す
べ
き
で
す
。

５
．
当
該
地
の
対
岸
に
は
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ

観
察
林
が
あ
り
ま
す
。
水
辺
へ
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本

観
察
林
を
活
用
し
た
方
が
防
災
上
も
安
全
で
あ
り
整
備
費
も
ほ
と
ん
ど
か
か
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

以
上

内堀雅雄福島県知事に提出した亀岡の工事中止の申し入れ書
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平
成
31
年
2
月
26
日

只
見
町
長
菅
家
三
雄
様

只
見
の
自
然
に
学
ぶ
会

代
表

新
国
勇

（
事
務
局
）

〒
96
8-
04
21
福
島
県
只
見
楢
戸
字
館
ノ
川
15
87
渡
部
方

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
02
41
-8
2-
32
42

w
w
w
.fu
ko
sy
a.c
om
/m
an
ab
u.
ht
m
l

亀
岡
地
内
に
お
け
る
伊
南
川
右
岸
堤
防
表
法
面
へ
の

階
段
設
置
工
事
の
中
止
に
つ
い
て
（
申
し
入
れ
）

日
頃
よ
り
町
民
の
た
め
諸
施
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
会
は
、発
足
当
初
か
ら
川
辺
を
縁
取
る
樹
林
帯
で
あ
る
水
辺
林
の
調
査
と
保
護
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

さ
て
、
昨
年
、
亀
岡
地
内
の
伊
南
川
右
岸
堤
防
に
お
い
て
、
堤
防
裏
法
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
階
段
と
す
る
工
事
が
な
さ
れ
ま
し
た
。隣
接
す
る
サ
ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト

の
観
覧
席
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
今
後
、
当
該
堤
防
の
表
法
面
に
も
河
川
敷
に
降
り

る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段
を
設
置
す
る
計
画
案
が
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

本
事
案
に
つ
い
て
、
本
会
と
し
て
下
記
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
地
へ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

階
段
を
設
置
す
る
計
画
の
中
止
を
申
し
入
れ
ま
す
。

記

１
．
亀
岡
地
内
の
伊
南
川
河
川
敷
は
、
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が
自
生
す
る
場
所
で
す
。本

種
は
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
と
さ
れ
て
お
り
、
福

島
県
内
に
お
い
て
は
伊
南
川
下
流
域
と
只
見
川
支
流
叶
津
川
の
一
部
に
だ
け
自

生
し
て
い
る
貴
重
種
で
す
。
福
島
県
下
に
お
い
て
唯
一
こ
こ
だ
け
に
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が
自
生
し
て
い
る
の
は
、
当
該
地
が
人
為
の
影
響
が

及
ん
で
い
な
い
生
態
系
を
有
し
て
い
る
証
で
す
。
た
と
え
河
川
敷
内
に
手
を
入

れ
ず
に
階
段
だ
け
を
設
置
し
て
も
、
人
為
の
影
響
が
生
ず
る
の
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
人
為
に
よ
る
攪
乱
を
防
ぎ
、
絶
滅
危
惧
種
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
は

現
状
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
が
最
善
の
策
で
す
。

２
．
河
川
法
第
1
条
は
、
河
川
の
管
理
は
「
治
水
」
と
「
利
水
」
の
ほ
か
に
「
河

川
環
境
の
整
備
と
保
全
」
を
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
ユ
ビ
ソ
ヤ

ナ
ギ
の
集
中
自
生
地
で
あ
る
伊
南
川
流
域
に
お
い
て
は
、
当
該
河
川
に
自
生
す

る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
分
布
調
査
及
び
生
態
調
査
を
行
い
、
生
育
環
境
を
保
全
す

る
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
保
全
策
を
講
じ
河
川
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
事
案
の
場
合
は
、
流
域
全
体
の
保
全
策
を
講
じ
た
上
で
対
応

す
べ
き
も
の
で
す
。

３
．
伊
南
川
は
、
有
史
以
来
、
暴
れ
川
と
し
て
知
ら
れ
、
洪
水
が
多
発
す
る
河
川

で
す
。
と
く
に
亀
岡
地
区
に
お
い
て
は
、
本
流
が
カ
ー
ブ
し
て
当
該
堤
防
に
ぶ

つ
か
る
た
め
、
洪
水
の
常
襲
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
該
地
の
河
川

敷
に
降
り
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
階
段
が
設
置
さ
れ
れ

ば
不
特
定
多
数
の
人
の
接
近
を
可
能
と
し
、
防
災
面
に
お
い
て
も
管
理
面
に
お

い
て
も
問
題
が
生
ず
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

４
．
新
た
な
工
作
物
を
設
置
す
れ
ば
、
経
年
劣
化
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
除
草

対
策
等
の
諸
負
担
が
生
じ
ま
す
。あ
い
ま
い
な
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
工
作
物
は

、
利
用
さ
れ
ず
に
危
険
な
状
態
で
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
規
工
作
物
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
投
資
効
果
と
維
持
経
費
を
熟
慮
す

べ
き
で
す
。

５
．
当
該
地
の
対
岸
に
は
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ

観
察
林
が
あ
り
ま
す
。
水
辺
へ
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本

観
察
林
を
活
用
し
た
方
が
防
災
上
も
安
全
で
あ
り
整
備
費
も
ほ
と
ん
ど
か
か
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

以
上

菅家三雄町長に提出した亀岡の工事中止の申し入れ書
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学 ぶ 会メーリングリストから

ヤナギって、なんの役に立つの？

ある日の出会いから

床屋にいってきた。自分が終わるころ60代前半の女性客
が入ってきた。伊南川沿いの熊倉集落に住む人だった。雑
談の最後、伊南川に生えるヤナギの話になった。ここで「ヤ
ナギって、いったいなんの役に立つんだべ？  熊倉橋の両
側だって邪魔だべや。なくなったってだれも困るわげでね
えべ？」と話された。

うーん、  これって、どこでもいわれる。おおくの住民が
思っていることなんだろうな。

でも、ブナがそうだった。17年前、「ブナなんてどこだっ
て生えている。むかしなんかまっと、でっかくて太い木が
あった。ブナ林の保護なんて大げさだ」といわれた。

ヤナギ林の保護もこれと似ているような気がする。どこ
にでもあって、ヤブのような林。きれいな花が咲くわけで
もなく、材として役に立つものでもない。これで経済活動
が活発にになるものでもない。ヤナギくらいで、そんなに
騒ぐ必要があるのかという意識である。

ならば、なぜ、たいせつなのか？  
一言でいえば、多種多様な環境をもつほど、将来にわ

たって安定した暮らしができる担保が保証されるというこ
とだろう。これは10年、20年という単位ではない。100年、
200年、あるいはそれ以上のながい時間のなかでの話。わ
が世代だけではなく、子や孫、ひ孫、やしゃ孫まで安全に
暮らせるためのもの。こんな気持ちをもつ人が、１人でも
２人でも増えるようにがんばるしかないと思う毎日です。 
 （新国　勇）

ユビソヤナギは  ならば、なぜ、たいせつなのか？

一言でいえば、多種多様な環境をもつほど、将来にわ
たって安定した暮らしができる担保が保証されるというこ
とだろう。

この辺りが、多くの人たちにとって、ピンと来ないのか
なあ…

正論だけれど、日常の生活の中では実感し難い…。
お金にならないことにはモチベーションが上がらない…。
都市生活者と田舎生活者では、自然に対する考え方が根

本的に違う…。
こうしたギャップを埋めていくのが、学ぶ会のミッショ

ンの一つなのかもしれませんね。 （佐野　豊）

佐野さん、同感です

将来にわたって安定した生活が、なぜ担保されるのかが
説明されてないですね。

生態系って、Webの世界のようにどこがどう絡んでい
るのか分からない複雑さなので、「なんの役に立っているの
か」分からないから、なるべく手をつけずに残しておくの
がいい、ということだと思います。こと、自然界に対して

「あんなの何の役にも立ってね」と言うのは想像力に欠ける
思い上がりではないかと思います。

例えば、ヤナギ林があるから虫がいて、その虫がハヤの
餌になっていて、ヤナギ林がなくなったらハヤがいなく
なって、伝統料理のお平が作れなくなるかもしれない（あ
くまでも可能性です）。また、洪水の時に水流を弱めたり土
砂を受け止めていたのに、林がなくなったら、水の流れが
変わったり、ちょっとした増水でも堤防や道路が削られる
ようになるかもしれない。ひょっとしたら、ユビソヤナギ
から、キニーネみたいに病気の特効薬が見つかるかもしれ
ない。

地球上に生命が誕生したのが36億年前。そこから、小惑
星衝突などで5回ぐらいの生物大絶滅があり、その試練を
何とか生き延びたものの子孫が、ヒトを含め、今、生きて
いるものたちなので、それだけで貴重だ、という考えもあ
ります。生物は生物からしか生まれない。それが綿々と36
億年続いて、今、生きている。絶滅させるのは進化の芽を
つむ悪行だとも言われています。

またまた、今、人類のせいで絶滅しているスピードは、
これまでの大絶滅に匹敵する規模だと言われていて、人類
がその汚名を残す訳にはいかないぞとも。
「おごるな人類」というところでしょうか。
Think grobally,  Act localy.  （高原　豊）

いち早く只見に春を告げるヤナギ林
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南会津町

只見町 昭和村

金山町
三島町

柳津町只見柳津県立自然公園

越後三山只見国定公園

尾瀬国立公園

檜枝岐村
N檜枝岐

松戸原

中津川

山口

古町

只見

川口

柳津

宮下

意 見を述 べ てきました

越後三山只見国定公園の見直し説明会参加報告
2019年7月19日　柳津町役場　参加2名
高原　豊

柳津町役場で開催された越後三山只見国定公園の見直し
説明会に、渡部事務局長とともに出席してきました。

田子倉ダム以奥が国定公園に指定され、その只見川下流
の両側が只見柳津県立自然公園に指定されていますが、こ
の県立自然公園を国定公園に編入するための見直しです。
今年度末までに、文献調査や有識者への聞き取り調査をし
て公園計画の原案を作るとのこと。これを元に来年度に県
の審議会にかけて環境省へ申請し、環境大臣が指定する流
れとのことです。パブリックコメントは来年度の見込みで
すが、今年12月頃に調査結果や公園計画作成に向けての説
明会がある予定です。

説明会には、東北電力やJパワー、関係役場職員、野鳥の
会の方など50人ぐらいが参加していました。

既存の文献調査では、古い情報しか集められず、南会津
地方の自然環境に関する調査資料は少ないので、適切に現
状を把握できないのではないかと思われますが、今回のス
ケジュールでは文献調査がほとんどです。また、指定後の
管理については、地元との連携によって管理していきたい
とのことですが、国定公園は県が管理することになってい
ます。このため、県も尾瀬のような常駐するレンジャーを
配置するよう要望しました。

なお、国定公園に編入されることによって規制が厳しく
なる場合には、公民館のようなところで地元住民への説明

会を開催したいとのことです。
今回の見直しの主眼は、「グリーン復興」と環境省が言っ

ている震災復興を目的に観光開発を図ることのようです。
施設整備への補助金もでるようですので、自然を壊すよう
な施設ができないよう注意深く見ていきたいと思います。

越後三山只見国公園計画改定における意見の聞き取り調査
2019年10月15日　只見振興センター　参加5名
高原　豊

只見柳津県立自然公園の越後三山只見国定公園への編入
に関係するヒアリングについて報告します。

県側は、県自然保護課の守
もり

主査とアジア航測㈱２人の３
名、学ぶ会からは代表ほか５名が参加。今回の聞き取りは、
県が学ぶ会を特別指名したものと思われます。

県側としては、只見町内に生息する貴重な野生動植物に
ついての情報提供をとのことでしたが、イヌワシやクマタ
カなどは町内全域が生息地と言ってもよいこと、ユビソヤ
ナギの国内最大の自生地であること、ヒメサユリも国内最
大の自生地であることなどを説明し、調査報告書などの資
料を提供することにしました。県では、今年度中に原案を
作る予定で、時間がないため、以前に計画があった蒲生岳

を公園区域にする以外は大きな変更は考えておらず、必要
のない施設計画を削除する程度になるのではないかとのこ
と。

学ぶ会としては、沼ノ平での遊歩道の設置や浅草岳山頂
付近への山小屋の設置は不要であることや、河川堤防のか
さ上げによる景観破壊や新たな自然破壊を引き起こすよう
な観光開発につながる計画にはしないでもらいたいと強く
訴えました。

今後、只見町役場やブナセンターからもヒアリングを行
う予定とのこと。なお、新たな公園計画案ができたら、地
元説明会がある見込みです。

只見川流域町村の現行の自然公園の線引き
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活動報告一覧（2019.1 〜 2019.12）

1/15　水鳥観察会　滝湖・只見湖　参加11名
	観察会終了後、昼食を兼ね「ひとっぷろまち湯」で定例会

1/25　「学ぶ会通信」発送　参加5名
2/5　新年会　民宿やすらぎ　参加15名
3/25　定例会・毘沙沢の裏山散策　会員宅　参加10名
4/8　春の草花観察会　黒谷・亀岡　参加16名
5/12　黒谷入花暦調査 第1回とバードウォッチング　参
加9名
5/18　只見の自然に学ぼう会　「コモンズと只見の共同
利用資源」講師：林雅秀氏		只見振興センター		参加20名
6/12　幹事会　会員宅　参加6名〈総会に向け2019年度
事業ほか〉
6/15　総会　福喜屋　参加13名
6/16　黒谷入花暦調査 第2回　参加5名
6/25　カエルとホタルの観察会　三石神社周辺・黒沢　
参加12名　講師：吉川夏彦氏
7/1　「虫草祭」準備　参加5名　季の郷湯ら里ロビーにパ

ネル展示（7/14まで展示）
7/13-14　日本冬虫夏草の会主催「虫草祭」を後援
7/14 只見の自然に学ぼう会　「虫にとりつく菌類 冬虫夏
草のふしぎな世界」講師：貝津好孝氏・山本航平氏		季の郷
湯ら里		参加50名
7/15　黒谷入花暦調査 第3回　参加6名
8/4　黒谷入花暦調査 第4回　参加5名
9/14　黒谷入花暦調査 第5回　参加6名
9/22　懇親会　会員宅　参加13名
9/25　定例会　ひとっぷろまち湯　参加10名
10/19　黒谷入花暦調査 第6回　参加1名
11/14　忘年会　叶津ビストロ叶屋　参加14名
11/16　黒谷入花暦調査 第7回　参加2名
12/13　ユビソヤナギ調査（只見町内）　参加3名

〈発行物〉
学ぶ会通信vol.13	1/30発行	A4判16ページ、オールカラー
学ぶ会カレンダー　A5判16ページ、オールカラー
今年初めてつくったカレンダー。会員の撮った写真から
セレクトしました。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

春の暖かな日差しの中で 
大人の遠足—今井邸訪問
2019年3月25日　毘沙沢　参加10名

定例会の後、冨美恵さん手造りのおいしいカレーとケー
キを頂いて、英気を養ってから大人の遠足が始まりました。
惰弱ものの私はかんじき等必要ないかと思いきやズボッと
容赦なくぬかり、仕方なくかんじきを着けて出発です。

今井邸斜め横から入るこのコースは数年前に一度行って

いますが、今年は雪が少なくて随分と様相が違って見えま
す。まず、右斜面下、ここは今井邸の水源なのだそうですが、
なるほど水源あたりは苔やシダがもう顔を出していました。
そして驚いたことにその下斜面が見事な隠し田（旧田）に
なっていました。重い体もこのあたりからようやく慣れて、
後発の遅れ気味の方を思いやる余裕もでき、フィールドサ
インの観察もできました。そして頂上近くで今井さんがこ
の山の主と呼ぶナラのアガリコの巨木に再会し皆で感動…。
しかし誰もメジャーをもっていなくて測れませんでした。
何たる失態でしたが、この前で記念撮影です。そして、ふ
うふう言いながら山頂到着。

仙台の佐野さんがこのあたりをスキーで散策されていた
地図を思い起こしていましたが、なんともおぼつかなく、
皆で遠くの白い山々を望みます。山頂のブナの根開きには
早々とマンサクが咲いていました。早く帰らねばならぬは
ずの新国代表もなかなか帰ろうとはせず、ブナの水林の話
を聞くことができました。「みずばやし」と響きのいいこの
言葉が残っているのも只見ならであり、ブナを大事に守っ
てきた先人の叡智の賜物です。帰りのコースの冬芽観察は
アブラチャン、オオカメノキ、クロモジ等で盛り上がり、
小さな雪まくりに感動しながらの下山でした。今井邸近く
の石積みにはフクジュソウがけなげに咲き始めていました。
 （鈴木サナエ）

2019 年活動報告

頂上近くのナラのあがりこ



春植物観察会
2019年4月8日　黒谷・亀岡　参加16名

春の妖精

仙台の自宅からちょうど５時間。黒谷の大コブシ前に着
いたのは出発時刻の９時30分。ややっ、いつになく大勢の
人たちが集まっているぞ！　賑やかな観察会になりそうな
気配がします。「春の妖精たち」に魅了された人たちなので
しょうか。

この表現は、2016年春に只見町ブナセンターで開催さ
れた企画展「春植物の生活史（Spring ephemeral）」で使わ
れました。愛情のこもった素晴らしい愛称だと思います。

１人を除いて全員が車２台に分乗し、黒谷林道入口に向
かいます。１人自転車を走らせる熊倉さん。真っ先に花を
付けた河畔のユビソヤナギ。土手下に黄色く広がるフク
ジュソウ。近づき、そして、遠のいて行きます。只見の春の
扉は全開状態です！

黒谷入

「くろたにいり」と呼ぶそうです。林道入口に停められた
ブルドーザの脇をすり抜け、一同フクジュソウ平へ。この
冬は雪が少なく、路面にはすでに土が現れています。陽当
たりの良い上方の斜面全体が、満開のフクジュソウに占め
られています。若葉の緑色と花弁の黄色が混色し、辺りの
空気が温かく感じられます。ケヤキの大木や大岩を掴んだ
木の根元では、白い木肌の幹を囲むように、そして、階段
状のわずかな土を棚田のように、工夫をしながら上手に暮
らしています。また、カタクリとは混ざることなく、互い
に居住地を棲み分けているようでした。

勇さん曰く。「人手の入った里山ではなく、奥山にこうし
た群落が普通に観られるのは、雪崩が灌木を除去する役割
を担っているから。天然自然の只見のフクジュソウ群落は、
どう見ても普通じゃない。学ぶ会の我々も含めて（笑）」冒
頭に触れた企画展でも、妖精たちの生き方を左右する大き
な要因は、林床の太陽光量であると紹介されていました。

おわん型の花びら、それらにすっぽりと包まれたオシベ
をじっと見ていたところ、ふと、この花にまつわる面白い
話があったことを思い出しました。少しずつ記憶の奥から
浮上し、はっきりと言葉に出せるようになるまで、１分ほ
どかかりました。パラボラアンテナは、集光と風防の２つ
の機能を持ち、昆虫を心地よくさせる空間を用意し訪問を
待っていると。

雪崩で亡くなった秋田マタギ衆が埋められたという大岩。
林道入口の杉林の中にあります。詳しくは、只見町史第3
巻P84をご参照ください。その大岩前で急遽催された美人
モデルの撮影会（?）の後、再び車で黒谷発電所へ移動。

黒谷発電所

黒谷川を右岸から左岸に渡ると、ミニ発電所があります。
左岸上流側にユビソヤナギが自生しています。大きな水力
発電が多数存在する只見町に、なぜこのような小規模設備
があるのだろう？　黒谷川上流に設けられたラバー製ダム
から送水管を経て、ここの発電機を回しているとのこと。

ユビソヤナギとオノエヤナギの花序を手に取った和子さ
ん。詳しい判別方法を説明して頂きました。ユビソヤナギ
の花の特徴は２つ。オシベの茎が太いこと（特徴１）、それ
らの根元を囲む黒い苞

ほう

葉
ば

の先端が尖っていないこと（特徴
２）。スマホで撮った写真を拡大して観察します。うーむ、
なかなか難しい…。ユビソ検定の合格には、まだまだ勉強
が足りないことを痛感しました。

黒谷阿弥陀堂のカタクリ畑

田んぼのあぜ道を歩いて、カタクリの自生地を定点観察。
何も知らない人がこの光景を見たら、きっと、異様な集団
に思うこと間違いなし。カタクリの開花には、まだ少し早
かったかな。事件は起きませんでした（笑）。

白沢の黒谷川左岸堤防

2011年７月豪雨災害後に改修した堤防とその周辺で、フ
クジュソウの定点観察を行いました。堤防下の草地や杉林
の中には、以前から自生しているフクジュソウが咲いてい
ます。しかし、左岸新堤防には、ほとんど見つかりません。
堤防改修の工事関係者は、事前にフクジュソウのあった表
土を剥いで別の場所に残しておいたらしいのですが、それ
らは新堤防に移植されないままに工事は終わってしまった
ようです。

只見の自然に学ぶ会 2020.1.31　13

ちょうど見頃だった黒谷入のフクジュソウ群落
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菅原さんからは、現地で拾った堆積岩を示しながらの
ショートレクチャーがありました。日本列島の生立ちは、
メレンゲと密接な関連があるそうです。

亀岡の伊南川右岸堤防

「湯ら里」正面の伊南川を南北にまたぐ亀岡橋。しばらく
来ない間に、トレーラーハウスやステージ付の運動場がで
きていました。ユビソヤナギの集中自生地である伊南川流
域の風景としては、なにか場違いな雰囲気がします。これ
らの施設から河川敷に降りるため、伊南川右岸堤防法面に
コンクリート階段を設置する工事を、2019年度に福島県
が計画しています。そして、河川敷を川辺まで観察できる
親水公園化する案を、只見町が持っています。

こうした行政側の動きに対し、我々「只見の自然に学ぶ
会」は、2018年９月13日に開催した定例会で、福島県と只
見町に対し、異議を申し立てる事を決定しています。そし
て、2019年２月26日には、申し入れ書を内堀福島県知事宛
に郵送、菅家只見町長に手渡しました。

ちょっと長くなりましたが、このような背景があり、今
回の観察会で、実際に現場へ行って確認することになった
わけです。

水際に、ユビソヤナギとシロヤナギが並んでいました。
和子さんが幹の表面をナイフで少し剥ぎ、すぐ隣にあるシ
ロヤナギとの違いを示してくれました。ユビソヤナギは鮮
やかな黄色を呈します（特徴３）。花序とは別の判別方法を、
また、教えてもらうことができました。

なお、この付近の伊南川は、河川敷端部まで速い水流が
近接しているので、もし、公園化した場合には、安全確保
の措置が必要になると思われます。

以上５か所での観察を終え、昼食会場のむら湯に向かっ
たのは12時30分でした。

観察会を終えて

好天の下、春の妖精たちと１年ぶりに再会することがで
きました。と同時に、自然と人間、２つの世界の橋渡し役
を担う我々のミッションの重さを、改めて感じた観察会で
した。自分さえ良ければ、今さえ良ければ、お金のためなら。
金融資本主義に侵された現代の日本。物言わぬ自然の代弁
者がいなければ、たぶん、この国に明るい未来はないで
しょうね。 （佐野　豊）

黒谷入花暦調査と 
バードウォッチング
2019年5月12日　黒谷入　参加9名

山笑う新緑の５月12日に第１回目の花暦調査を実施し
ました。黒谷川林道入口に集まったのは９人。今回は他の
行事が重なり先鋭部隊でした。

加齢愚痴

今回は鳥類観察会も兼ねて行われたのですが、最初の言
葉は「最近鳥の鳴き声が聞こえにくいんだよね」。小生はも
とより参加の高齢男性陣は概ねモスキート音が苦手になっ
てきたようです。結局鳥類は10種が確認されたそうですが、

「黒谷は鳥が少ない」とイタドリの太い中空の茎で作った笛
を鳥に負けずに吹き鳴らすイサムさんが微笑ましい。

Eureka

小生のごときは見つけた葉っぱは「これはカエデの仲
間」で済ませてしまいますが、他の参加者は博覧強記かつ
徹底執着。「種を同定した時がE

エ ウ レ カ

urekaなのよね」と図鑑を片
手に、「葉裏の毛が違う」だとか「シデ類はなんとかかんと
か」と立ち止り口角泡飛ばします。小生もなんとか耳をそ
ばだて、植物の名前を聞いたつもりでしたが、３歩歩くと
もう片方の耳から出て行ってしまいました。

ラショウモンカズラ（羅生門蔓）

そうは言っても名前のいくつかは憶えました。今回の観
察会で出会ったほんの一部を紹介します。「花が羅生門で渡

わた

邊
なべの

綱
つな

に切られた鬼の手に似ているから」と言われてもなあ、
「誰が名付けたんだか」の感じです。いい匂いがしますが、
花を潰すと臭いに変わりました。

フデリンドウ（筆竜胆）

10㎝以下の丈の先に1つから３つの花を付けた様子は可
愛らしい。すでに少し背の高い草に埋もれていて、それを
発見できるのはさすがです。小生の少ない知識の中ではセ
ンブリに似ているかな。季節が違うか。

キバナイカリソウ（碇草）

「滋養強壮」と聞いて、いきり立ちましたが、一口噛めば
「勇気凛々、元気百倍」ではなさそうなので、一舐めせずに

黒谷川の左岸堤防
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立ち去りました。
ヒトリシズカ（一人静）

他の花とは違う趣。２つの葉の真ん中に、か細いけど存
在感のある花です。でもひとり佇むのかと思ったら、群れ
ていました。シズカチャンがいっぱいです。

猿の沢渡り

第一発見者はみゆきさん。黒谷川の右岸左岸に数頭の猿
がいます。谷の流れはきつい。行き来はどうしているのか。
猿がお手々つないで両岸の樹を伝わって沢を渡っているの
かは、分かりませんでした。もう背がぐんと伸び、種を付
け始めたフクジュソウの群落の上にも猿がいました。「猿に
とって一番いい季節。天国気分なんじゃないか」とイサム
さん。

かわいそう

帰り道、皆さんは林道から下に降りて探しています。「見
つけた」とそこそこで歓喜の声。見せてもらいましたが、感
想は……です。名前は速攻置き去り。小生は「かわいそう」
とします。 （菅原　孝）

「さっきサンショウクイが鳴いてましたよ」と朗くん。

オラ「……？」

高齢になってくると、鳥の高音域が聞こえにくくなる

という。ヤブサメのような超高音の鳴き声から聞こえに

くくなるらしい。しかし、オラはサンショウクイの声が

わからなかった。

ガーン！

鳥の声が聞こえなくなって、鳥がいないと勘違いし

た？

ガーン！！

黒谷入林道ではじめて行ったバードウォッチング。鳥

果は、たったの10種。過去最低の記録です。ウグイス、

クロツグミ、オオルリ、ヒヨドリ、サンショウクイ、アオ

ゲラ、ツツドリ、カワガラス、ハシブトガラス、カラ類

spだけ。加齢による感覚器官の衰えによって、鳥を確認

しにくくなってしまった？  若者まっさかりの朗くんの

みずみずしい視覚と聴覚に嫉妬を覚えた観察会でした。

口直しに、翌日、寄岩林道を1時間ほど歩きました。

ここでは、さっそく、クマタカを相手にサシバ夫婦がモ

ビング（擬攻撃）をしていたり、ノジコやカイツブリが鳴

いたりと18種を確認できました。やはりここは鳥相が

濃い！   オラだって、まだ若い者には負けねーぞい（強

がりですが……）。 （イサム）

カエルとホタルの観察会
2019年6月25日　三石神社周辺・黒沢	
参加12名

事務局のカッコネーが前日になって呼びかけだあんだど
も、なんと12人も集まっだっけ。講師は、国立科学博物館
から今年４月に慶應大学の先生にないやった吉川夏彦先生。
タダミハコネサンショウウオの命名者であり、いま日本の
両生類学の先頭をはしる新進気鋭の研究者だあ。その吉川
先生は、只見が大好きで、「６種類のカエルの声が一か所で
聞こえるところは全国でもめずらしい。ぜひ、一度観察会
をひらくべき」と言っていたことから、今回の観察会が実
現したっちゅうわげだ。

６種類のカエルどは、アマガエル、トノサマガエル、ツ
チガエル、モリアオガエル、シュレーゲルアオガエル、タ
ゴガエルのごんだあ。田んぼ、森林、沢、ため池というよー
ないろいろな環境があるがら、たくさんいんだべな。

そこで、今回の成果。三石神社入口では、アマガエル、ツ
チガエル、モリアオガエルの３種。場所をかえで黒沢では、
これにカジカガエルがはいって４種だったぞや。吉川先生
によっど、時期が遅いそうで、６月はじめあだりがいいら
しい。そんじぇは、来年はその時期にやってみっぺちゅう
ごどになったずや。

カエルの声なんぞ気
き

ーつげで聞いだごどもながったが、
ながなが奥が深くで面白っしえーもんだ。

カエルの声を聴きながら、ホタルと星空もよがった。ゲ
ンジボタルがけっこう飛んでいだっけ。漆黒の水辺でゲン
ジボタルが舞い、見上げれば、満天の星空。こごに暮らせ
るしあわせを実感したずや。 （新国　勇）
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第15回 只見の自然に学ぼう会
講演会 コモンズと只見の共同利用資源—叶津を中心に
講師：林　雅秀氏（山形大学農学部准教授）
2019年5月18日　13：30 〜 15：30　只見振興センター　参加20名

コモンズとは、森林や牧野などの入会地のことです。近
年、農山村の衰退によって、入会地の機能が失われつつあ
ります。しかし、資源を持続可能なかたちで利用するため
のルールや組織は、これからの地域づくりへのヒントにも
なります。この講演会では、只見町叶津集落における林野
利用を中心にしてコモンズの意義とその可能性についての
講演でした。

只見の共有林野は、1950年以前の過剰利用期と、それ以
降の過少利用期に分けられること、産業の変遷によって薪
炭やカヤ、草地の利用が急減したこと、ゼンマイなどの山
菜・キノコの利用に限定されてきたことなどが話されまし
た。なかでも、昭和41年当時のサラリーマンの平均年収が
486,000円ほどであったのに対し、ある集落ではその1.2倍、
590,000円もゼンマイで稼いだ人がいたというおどろきの

報告もありました。
かなり地味なテーマでしたが、林先生のお話はわかりや

すく、地元の方の情報提供などもあり、理解を深めた講演
会となりました。

第16回 只見の自然に学ぼう会
講演会 虫にとりつく菌類 冬虫夏草のふしぎな世界
2019年7月14日　14：00 〜 15：30　季の郷湯ら里　参加50名

「只見と福島の冬虫夏草」　講師：貝津好孝氏（日本冬虫夏草の会副会長）
「虫にとりつく菌類 冬虫夏草のふしぎな世界」　講師：山本航平氏（栃木県立博物館）

日本冬虫夏草の会による2019年度の総会「第39回虫草
祭」が只見町で開催されるにあたり、只見の自然に学ぶ会
は受け入れ団体として後援することにしました。第39回虫
草祭は、7月13日、14日午前に行われ、この会を記念して、
地元一般町民向けにも講演会をしてほしいと、冬虫夏草の
会にお願いしたところ、7月14日に日本冬虫夏草の会の貝
津好孝氏、山本航平氏による講演会が実現することになり

ました。
貝津氏からは、日本で確認されている冬虫夏草は400種、

福島県では125種だが、只見では50種くらいになるかもし
れない。また、タダミヨコバイタケ、タダミクモタケなど
７種類の新種候補があるとのお話がありました。

山本氏は冬虫夏草の体のつくり、生活史、生息地などを
概説したあと、ハチやセミ、アリ、甲虫類から発生したさ

貝津好孝氏の講演講演された山本航平氏（左）と貝津好孝氏（右）
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まざまな冬虫夏草を紹介されました。まさに自然界の不可
思議を地でいく姿に参加者はびっくりしていました。

講演会終了後の夕刻より、日本冬虫夏草の会の方々との
懇親会を開き、冬虫夏草の興味深いお話と只見の自然環境
の話題等で盛り上がりました。

また、会場の季の郷湯ら里ロビーにおいて「冬虫夏草の
ふしぎな世界展」と題し、日本冬虫夏草の会作成の写真パ
ネルの展示を行いました（会期は7月1日−14日、主催：只
見の自然に学ぶ会）。

なお、7月13日午後は、第39回虫草祭の記念講演として
元郡山女子大学教授の広井勝氏による「福島県産きのこ、
山菜の放射性セシウム濃度の動向」と題する講演会が一般
公開により開催され、学ぶ会会員も多数参加しました（主
催：日本冬虫夏草の会）。

只見の冬虫夏草（虫草祭）報告
貝 津 好 孝

只見での「虫草祭」大変お世話になりました。冬虫夏草

の展示や講演会、調査会等々、日本冬虫夏草の会の方々

も只見の自然と只見の自然を学ぶ会の皆様に感謝してお

ります。ありがとうございました。

只見での調査結果が届きました。概略をご報告させて

いただきます。

７月12-14日 湯ら里周辺 22種124個体

７月13日 あがりこの森 22種153個体

７月14日 恵みの森 39種151個体

７月15日 黒谷林道 9種50個体

冬虫夏草には早い時期で心配しましたが、最近にない

成果に驚いています。やはり自然が豊なんですね。

山本航平氏の講演

湯ら里ロビーで行われた日本冬虫夏草の会
作成の写真パネルの展示

恵みの森で行われた冬虫夏草の調査 調査後に行われた冬虫夏草の鑑定会 只見で当日採集された冬虫夏草

第39回 虫草祭から
調査など虫草祭のイベントに学ぶ会会員も参加させていただきました。
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1/18 ばーが、ずねー、カナッ
クリ!!

只見町役場町下庁舎の屋根がらぶらさ
がっでいるカナックリ、ちっと行って
見でみっくんつぇ。とにがぐ、たいした
ずない(大きい)あんだ。長さは、7、
8mはあるでながろうが。こだ、でっけ
えカナックリは見たごどねえ。只見の
名物になんであんめーが。	（イサム）

1/23 かびだれウサギ
入叶津のヤマサ商店前の雪原で、ノウ
サギに出くわしたぞや。オラは雪まく
りを撮っぺと思っでラッセル中。ノウ
サギは雪原の上に出たとたん、鉢合わ
せになっちまったようだっけ。しばら
く目を合わせねえようにしていただ。
んじゃども、ウサギのほうが待ちきれ
なぐなってダッシュ。あとから写った
写真をよーぐ見っでみっと、ウサギの
毛羽が悪りい（毛並みが悪い）。皮膚病
がなと思ったがそうでもなさそう。ど
うやら、かびだれ（水に落ちて濡れた）
らしい。なんで、かびだれしたがは、わ
がらねえども、とっぱずして（間違っ
て）川か堀に落ちだか、イヌワシに追
わっちぇ川に入ったが、それともキツ
ネに追わっちゃが？　むふふ…、想像
ふくらむなぁ。	 （イサム）

2/14 贈り物
毘沙沢もこの冬は今のところ雪が少な
くて助かっています。家の前の消雪池
に、今朝現れたオバケ？	皆さんには何

に見えますでしょうか。この現象は風
のない寒い朝、うっすらと氷が張って、
かつ乾いた雪がチラチラと降る条件の
中で現れるようです。シャッターチャ
ンスをのがすと短時間で形を変え、姿
を消します。	 （毘沙沢）

2/23 近ごろキツネ多いなあ
「キツネが死んでる」どって電話がか
がってきたんで、行ってきたぞや。場所
は館ノ川から青少年旅行村に通じる林
道の入口。体長1ｍのホンドギツネの
子めらだぁ。痩せているわけでもなく
毛並みもよし。眼の瞳孔もはっきりし
てだがら、ここ数日で死んだんでねえ
がど思う。餓死ではなさそうど思った
ども、解剖したわけではねえがらわが
んねぇ。しっがし、近ごろキツネが多い
な。家のまわりや原野、川のほとりはキ
ツネの足跡だらけだぁ。タヌキやノウ
サギの足跡よりキツネの足跡のほうが
多いんでねえが？	夜中、ぶっくっちゃ
（こわれた）犬の鳴き声みでえな声で鳴
ぐどぎもある。交通事故も多いしな。
「平成狐コンコン」だな。	 （イサム）

3/2 この木食べたのは？
かた雪渡りに行ったら、初めて見る食
痕。樹皮が剥かれて白くなっています。

同じような木なので食べられた木は一
緒のような気がするのですが何本もあ
りました。叶津、中ノ平神社から川下側
の山沿いです。	 （こずえ）
こずえちゃんがめっけだ丸裸の木を見
てきただ。これはニホンザルだわな。木
の下には、サルのうんこがいっぺぇ
だっけ。崩してみっと、木の繊維がいっ
ぺぇ。食わっちゃ木は、全部ヤマグワ
ばっか。幹だけでなく、先っちょの細い
枝先についた冬芽もきれいに食っで
だっけ。幹も枝も芽もみんな食わっ
ちゃら、ふつうの木では死んぢもうべ
な。だども、クワの木は強え木だがら、
ひこばえが出てまだ育ってくっど思う。
サルにとっては、クワの木はよっぽど、
うめえらしい。近くの木にからんでだ
フジの実もきれいに食わちぇだっけ。
人が食うど、酔ったようになっちゅう
が、サルはさすけねえどっかな？	ニホ
ンザルの食い荒らした跡は、林の縁に
沿ってずっと続いていだ。こだにしで、
森の中をじゅうたん爆撃のようして食
い歩いでいんだんだべな。	（イサム）

3/9 春の日向ぼっこ
今朝はこの場所で日向ぼっこと決め込
んだのか、動こうとしない。ゆったりと
した動き、寝込んだ顔は優しいが、やは
り野生動物の厳しい顔をしている。
	 （毘沙沢）

3/16 アトリ
今朝100羽ほどのアトリの群れが訪れ

会員からの只見自然情報
学ぶ会メーリングリスト（2019年1月～ 12月）より
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ました。昨日隣のハマさんとがんばっ
て除雪して、再び地面が出たせいで
しょうか。	 （明）

4/4 アトリ手に入れました！
オスです、すでに夏羽です、体重は
21.5gです。今日も50羽位来ていまし
た。メスの方が少ないです。	 （明）

4/20 クロサンショウウオ
昨年は4月26日に報告していたサン
ショウウオの卵。まだだろうとうっか
りしていたら、今朝はすでにこのよう
な状態でした。3日ほど前には確認で
きていませんので、ここ1、2日だと思
われます。	 （毘沙沢）

4/21 オオルリ来たぞ！
まだかまだかと思ってだオオルリが、
きょう来たようだ。浅雪だがら早く
渡ってぐるっちゅうごどでもねえな。
例年並みの飛来だべな。川っ端のシロ
ヤナギに、よぐ止まっでっから見

め

っけ
てけやれ。
次の日、「青い鳥が窓にぶつかって落ぢ
だ」っちゅう一報が、商工会から入っ
たずや。「やった！　オオルリ、ゲッ
ト！」だど思って直行。んじゃども、生
ぎっちゃ（生きていた）…。しばらぐ
しっと、元気になったんで、脚をつかん
で接写したのがこれ。なんちゅう、きれ

いな羽だべ。至福のときをいただいた
あと、放鳥したずや。	 （イサム）

4/23 スミレ
ニリンソウの近くにスミレがたくさん
咲いています。フクジュソウはそろそ
ろ終わりです。家の裏からはオオルリ
の鳴き声が聞こえます。	 （ハル）

4/23 六十里越のサルの仔
仕事で、六十里越に写真撮影に行って
きました。浅草岳登山口の休憩所まで
開通していましたが、25日には新潟
まで全通する予定です。まだ車の往来
が少ないせいか、サルの群れに出くわ
しました。写真を撮ろうと車を停めた
ら、オトナのサルはさっさと隠れてし
まいましたが、写真のチビスケが呑気
に撮影に応じてくれました。今年は雪
が少なかったので、このチビスケも無
事冬越しできたのでしょう。	（クマ）

4/24 衝突事故多発注意報
今年はずいぶんオオルリがお亡くなり
になっていたようですが、こちらでは
クロツグミが。出入口しか開いていな
い駐車場に落ちていましたが、はたし

てなにがあったのやら…？	 （朗）

4/25 白いカタクリ
曇りでしたが、明日以降シャッター
チャンスはないだろうということで出
かけて撮りました。	 （明）

4/29 キビタキ
坂田の友人から、「全体的に黒くて羽に
黄色い部分がある鳥が家の前で死んで
いる」という連絡をもらって、行ってみ
たらキビタキ♂でした。今年は多いの
ではないでしょうか？	 （ゆたじー）

5/11 またまたゲット！
またまたモモンガの雄、ゲット！	小川
沢の林道さ、落ぢったど。体重57g。だ
いたい手のひらを広げた大きさ。こん
じぇ闇夜を滑空すんだがらたいしたも
んだ。ずっと前、入叶津の浅草岳登山口
駐車場でも死んでんのを拾ったごどあ
んども、なんで、こだ死にがだ、しんだ
べな。	 （イサム）

5/30 オオミズアオ
今年初のオオミズアオ。おお、うつくし
い！	 （イサム）
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5/31 キツネの死骸
4月から5月にかけて、3匹のキツネの
死骸が裏の畑でみつかりました。何か
の病気だったら困るので知人に相談し
たところ、はっきり判らないがネズミ
駆除剤で死んだものを食ったかな、と
のこと。食物連鎖まで考えない人間の
身勝手な価値観の結果だよね。死んだ
キツネは3日でたちまち骨と皮になっ
ちゃった。	 （和子）

6/6 ブナの葉
只見の山を歩いていたら、白い葉っぱ
のブナの実生を見つけました。これは
突然変異なのでしょうか。初めて見ま
した。	 （マイコ）

白いブナの新芽は突然変異でたまにあ
るそうです。葉緑素がないため栄養が
つくれず、次の葉はできないで枯れて
しまうそうです。最初の二葉は実の栄
養でつくられるそうです。ブナセン
ターの紙谷館長がわかりやすく教えて
くださいました。	 （和子）

6/12 塩沢の小さな田んぼ
只見線沿いの塩沢の裏道を行くと、写
真の田んぼを見つけました。奥の田ん
ぼも十分に小さいのですが、手前はほ
んとうに小さい。どのくらい植えてあ
るのかと100株まで数えましたが、も
う少しありました。この小さな田んぼ

がいつからあるのか、その歴史を知り
たいとおもいました。右のホースから
水がちょろちょろ流れ込んでいるので、
涸れないのでしょう。オタマがたくさ
んいました。	 （クマ）

6/18 ヘビがカエルを
庭に見慣れないものが。よく見たらシ
マヘビがモリアオガエルを飲みこむ最
中。ヘビの頭の3倍はありそうなカエ
ルが、次第に飲み込まれていきます。自
然だからしかたないねと写真をとった
り観察していたらヘビに気づかれ、カ
エルを吐き出し逃げていきました。ヘ
ビさんお食事邪魔してごめんなさい。
	 （こずえ）

こだどごに出くわしてぇもんだ。カエ
ルを半分くらい飲み込んでだら逃げな
がったがもしんにぇ。たしかに写真
見っと、ヘビが緊張しでるのがよぐわ
がる。緊張すっど、かくばったようにな
る。	 （イサム）

6/22 チョコレートボール？
うまそうなチョコレートボールだべや。
だども、ある動物の卵だぁ。入叶津の人
がら届いたあんだ。山ん中で見っけだ
どっじゅう。全部で4個あったっちゅ
うが、1個はつぶしてしまったじゅう。
さで、これはなんでしょう？
A：ジムグリ（蛇）の卵、B：ニホンカナ
ヘビの卵、C：ウグイスの卵
さぁて、なんの卵だべや？
はい、このチョコレートボールみでえ
な卵は、ウグイスだぞや。

ほんとうは笹の葉でつくらっちゃ巣が
あったんだども、そーすっと、すんま、
分がっちもーがんで、卵だげにして
撮ったあんだ。このチョコレート色と
おんなじ卵を、ホトトギスやツツドリ
が、ウグイスの巣さ、生み落とすんだで。
生き物の世界は多彩だ。	 （イサム）

6/23 エイリアン?!
網戸に止まっていた蛾。脚にはフサフ
サの毛が生えていて、ぶら下がってい
だっけ。異様かつ奇妙な姿態は、まった
くエイリアンそっくり。	 （イサム）

7/3 ヘビの抜け殻
小屋の脇にヘビの抜け殻がありました。
2m以上あります。アオダイショウで
しょうか。	 （スガワラ）

7/17 草刈りをすると、赤トン
ボが集まる？

きょうのお昼どき、ばーか暑っちぇな
が、只見高校下手の空き地の草刈りを
したぞや。そしだら、たいした数の赤ト
ンボが飛んでだっけ。最初は気にもし
ながっども、どうもオラの頭の上周辺
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ばっか飛んでんでねーがど感じるよう
になった。草刈り機を止めて、離れて見
でたら、やっぱ、草を刈った所の上空に
ばっか集まって飛んでだっけ。これっ
て、アフリカゾウが草原を歩くと、虫が
飛び出してきて、それをねらってサギ
が集まってくんがなどおんなじでねー
の？	そんじぇ、こんだは場所をかえで、
ゆたじーのシャクヤク畑の法面の草刈
りをしでみだ。そしだら、結果はおんな
じ。赤トンボが集まってきた。
結論。赤トンボをたくさん集めたかっ
たら、原野の草を刈るべし！	（イサム）

7/23 セミの脱け殻3種
右からアブラゼミ、ヒグラシ、ニイニイ
ゼミの幼虫の脱け殻。孫たちが集めて
きたぞや。オラも小っちぇころ、よぐ集
めだもんだが、今では、ねっかはー、気
にもしなぐなっちまった。年とって
くっど、感覚がにぶっちまうなー。
	 （イサム）

7/26 こいつ何者？
こいつ何者でしょうか？　蛾の一種と
しかわかりません。羽根を閉じている
し…。蛾の形態の進化は凄いと思いま
す。	 （ゆたじー）

もしかして羽化途中？　ただ、それに
しては翅にシワがないようにも見えま
すが…。飛ばない種類だとしてもなん
となくサイズ感が中途半端な印象。何
かの異常かも。触角もずいぶん小さく
て、ちょうど眉みたいで可愛いらしい
ですね。種類はなんだろう、スズメ
ガ？	 （朗）
なるほどねー。羽根が伸びる途中でた
くしあげられたようになっているのか。

実は、その45分後に見たら、羽根を広
げていました。手元の図鑑で調べたら
エゾスズメというらしいです。幼虫は
オニグルミなどのクルミ科を食べると
のこと。撮影したすぐ近くにオニグル
ミがあります。オニグルミの木を降り
て車庫の片隅でサナギになっていたと
いうことですね。	 （ゆたじー）

7/27 アブラゼミの羽化絶好調
いま、裏の畑にある梅の木さ、行ってき
だら、なーんとアブラゼミの羽化まっ
さかり！　1本の木に、羽化の最中の
セミが12匹もいだっけ。となりの梅の
木にも3匹の羽化。上の枝まで探せば、
まっといだべが、写真撮りに忙しくで、
数えんの止めだ。こごは墓場の前っ手
だども、面白っしぁぐで、気持わりい気
はしねーな。蛍の鑑賞が終わったら、セ
ミの脱皮ショーだな。	 （イサム）

8/4 8月の花暦調査の報告だ
ぞや

きょうの黒谷入林道の花暦調査の報告。
ことしの最高気温36.2℃を記録した
只見での調査。ひさびさの野山歩きで
あらゆる植物に興奮気味のオラ。
ちょっくら、きょう見た植物を紹介
すっつおや。
まずはエビガライチゴ。真っ赤な実は
たいしたきれいで、うまがっけ。見ても
きれい、食ってもうめえ、きょうの花暦
調査で文句なしの植物でした。

つづいては、カワミドリ。へんな名前だ
ども、どっか印象的な草。葉っぱをち
ぎってかいでみっと、ミントより甘く

で、い～い香り！　これはへだなハー
ブよりよっぽどいい。

クサボタン。これもむかしは多かった
が、最近は出会う機会が少なぐなった
ようだ。草刈りをしなぐなっちまって、
森林化しだせえであんめえが。山道の
法面さ、かぶさって生えるごどが多い。　
花冠の反り返りがなんとも粋だな。

最後はミズタマソウ。花の下の毛の生
えた玉が面白っしぇべや。これがら、水
玉草っちゅう名前がついだそうだ。
	 （イサム）

8/14 今朝のブロッケン
今朝、7時30分ころの只見川のブロッ
ケン現象。場所は常盤橋。朝からギラギ
ラと太陽が照り、川霧があれば、かなら
ず見られんずや。きょうはとくに日差
しが強かったんで、二重のブロッケン
が見られたじゅう。この外側の虹をフ
ロアの輪という。これはめったに見ら
れねえ現象。ブロッケン現象は、英名
「グローリア」、日本名「御来迎」。今年の
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酷暑は、ブロッケン見物の当たり年。み
んなで見に行ってけやれ。ちなみにオ
ラは行けなかったんで、この写真はオ
ラの娘が撮ってきたあんだ。	（イサム）

8/15 オクラみたい
こちらに遊びにきていた妻が、近くの
林道でこんな写真を撮ってきました。
「オクラ？」と聞いたら「イケマの実」と
のこと。花を見せてもらいましたが、何
でこの花がこんな実になるのか。自
然って不思議ですね。	 （大友）

8/22 二又ねこじゃらし！
夕方、散歩中、見っけだネコジャラシこ
とエノコログサ。どごにでも、いっぺぇ
生えでんども、こだ、花穂が二又に分
がっちぇんのは、めずらしいべや。
	 （イサム）

8/25 この鳥、何だっちょ？
この小っちゃくて、くちばしが曲がっ
た鳥。面白っしぇべや。ハチドリではね
えぞや。けっこう、めずらしいあんだぁ。
三島町の奥会津書房の窓ガラスにぶつ

かったんだ。一報を受けて、冷凍庫に入
れておいてもらったあなをきんな、取
りに行ってきたんだで。さで、このレア
な鳥は何だっちょ？　当てたらエライ。

これはキバシリです。木の幹をぐるぐ
る走りまわる、すばしっこい鳥です。
	 （イサム）

8/25 アメリカネナシカズラ
河川敷の道路脇にカップラーメンをぶ
んむぐった（ひっくりかえした）ような
どごある。アメリカネナシカズラっ
ちゅう帰化植物。寄生植物なんで光合
成もしねえ。だがら、緑色でなぐ、干か
らびたラーメン色。名前どおり根っ子
もねえ。近ごろは、こればっか増えて、
国産のネナシカズラは、ねっか見らん
にゃぐなったな。これも、人間の仕業。
困ったもんだ。	 （イサム）

8/27 猛禽のロードキル
国道の杉沢から湯ら里の間で猛禽が落
ちているとの連絡を受けて、回収して
きました。全長23㎝。フクロウのよう
ですが小さい。

鳥好きの知人に問い合わせたら、オオ

コノハズクではないかとのことです。
貴重な記録とのこと。くりくりお目目
がかわいい。	 （ゆたじー）

9/7 ミヤマカラスアゲハ
先ほどトリに餌をやりに行ったら、
ばっかキレイなチョウがひらひらと鶏
小屋の近くにとまりました。カメラを
取りに戻っても、まだじっとしていた
ので、ゆっくり撮影できました。ミヤマ
カラスアゲハの夏型♂でしょうか。よ
く見ると触覚が1本欠けています。
ちょっとお疲れなのかな。	 （クマ）

綺麗ですねえ、美しいですねえ！　そ
れにしても夜の蝶にピッタリの装いで
すね。私もこんなお洋服が欲しいで
す！	 （サナエ）

9/13 十五夜中継 from 只見
今夜は十五夜だぞや。くっきりはっき
り月が出てんぞや。急ごしらえで、箕さ、
15品の野菜をそろえで、上げ申したぞ
や。ほんとは、もち搗いで、もちを上げ
申すどごろだども、間に合わながった
がら、まんまで勘弁してけやれ。
	 （イサム）
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9/14 花暦調査 in 黒谷入
きょうは9月の花暦調査。いつものよ
うに、なめつくすような観察会。
ここはフロラ（植物相）が豊かで、毎回
発見がある。９時30分にはじめて、終
わったのは午後の1時50分。はぁ、まん
ま食うどごが、みんなしまっちもう時
間だぁ。唯一やっでるむら湯さ、行って、
やっと昼飯になっただ。それぐれえ、面
白しえどごだ。

写真は、ツリフネソウのつぼみ。林道は、
ツリフネソウの群落がずっと縁取って
いで、花のまっさかりだぁ。開いた花よ
り、こっちのほうが面白っしぇ姿だべ。
舌
べろ

出した宇宙人のようだ。

これはヒロハゴマギの果実。一帯はこ
の大群落になってる。真っ赤な実が
なっでいで、サンゴみでえにあざやか
だぁ。葉っぱを嗅ぐと、ゴマくせぇ匂い
がプンプンすっつぉや。

コメナモミの花。これもいまが盛り。タ
コの足のような、ねばねばする総

そう

苞
ほう

片
へん

が特徴。
最後はカラハナソウ（唐花草）。日本製
ホップっちゅうどごだべな。	（イサム）

9/19 ヨタカgetだぜ！
夕方、ブイチェーンで買い物をしたも
どり道、車にドンと、なにかつよくぶつ
かっただ。なんだ!?と思い、車をバック
させてぶつかったあたりを探すと、
なーんと、ヨタカさんでねーの。気絶し
たあなを拾ってきて写真を撮ったのが
これ。撮影後、木の枝にとまらせでみだ
が、あんま元気ねーだで。あしたの朝、
様子をみでみっぺえど思っでる。てな
わげで、きょうはヨタカどの遭遇だっ
たぞや。	 （イサム）

9/24 アサギマダラ
フジバカマの花にアサギマダラがきま
した。秋の七草フジバカマの蜜に含ま
れる成分が雄の性フェロモンに必要な
のだとか。蜜に夢中で近くで写真が撮
れました。	 （こずえ）

アサギマダラは、ふわふわ飛んでゆっ
くり止まるがんで、捕まえやすい蝶々

だあ。ちなみに、蜜を吸いにきた花は、
ヒヨドリバナだど思うぞや。フジバカ
マは、準絶滅危惧種で、只見にはねえ花
だあ。ともがく、こんじぇ、長浜以外に
もアサギマダラが飛んでくるこどがわ
がった。	 （イサム）

10/1 クマのあれ
昨日、只見に着き、庭先に何かあると隣
の友人に言われ、見てみると、なんとク
マのあれがありました。庭のクリも
すっかり無くなっており、ビックリ‼
	 （ハマちゃん）
長浜柄沢情報。しばらく家を空け、さぞ
かし小屋の周りにはクリの実が落ちて
いるかなと思いきや、ない。イガはたく
さんあるのに。誰かが拾ったか、人かそ
れとも。証拠は小屋の前にありました。
先日の情報から30m離れたところで
す。徘徊してるようです。（10/9	菅原）

ハマ家向かいの我が家も、クリはきれ
いさっぱり食べられ、行きがけの駄賃
とばかりに落し物が…。迂闊に夜、外に
出られませんねえ。	 （10/9	大友）
クマが夜な夜な家の庭のクリとクルミ
を食べにきてます。クルミはガチャガ
チャに噛み砕き糞は白っぽく、クリの
それは黒っぽかったかな。センサーカ
メラでキャッチしました。親子熊が数
年前に罠で捕まり銃殺されたのを目の
当たりにして、通報はしていませんが、
近所住民には注意を呼び掛けています。
	 （10/10	和子）

10/4 また来年？
今日の11時半から12時頃でした。
おや、何か…と見上げると、なんとなん
と、アマツバメの大群が！ざっと100
羽ほどはいたでしょう。近くからは
ちょっと気持ち悪い、という声も聞こ
えてきて、縦横無尽に飛び回る様子は
確かに、どこぞのホラー映画のようで
もありました。南に渡る直前なのかな、
と考えつつ、仕事中に隙をみて見上げ
ておりました。	 （朗）
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10/15 これは何？
ヤマサ商店に来たワシタカ。これは
何？	 （夢街道）

わぉ、きれいなノスリ！	 （イサム）

10/24 かわいいやつ
畑で、シャクヤクの掘り上げをしてい
たら、土の中から野ネズミが出てきま
した。耳が丸くて、胴体のわりに足が短
いのか、モコモコ動いてかわいい。スミ
スネズミかも。	 （ゆたじー）

10/26 スッポンタケ
きょう、おらいの墓場のヤブん中さ、こ
れが生えっちゃっけ。球体がいきなり
割れて、ニョキっど飛び出てくる。スッ
ポンタケっちゅうキノコなんだども、
スッポンより男根にそっくりだぁ。ハ
エが集まってなめまわしでだな。
	 （イサム）

11/4 ミソッチョだ！
ブナセンターがら、新鮮なミソッチョ
が手に入ったどって連絡が入

へえ

っだ。
ミソッチョの死体は、手にしたごどな
がったんで、さっそぐ行ってみた。羽の
痛みもねえ、きれいな完全個体！		体
長9センチ、体重8.5g。10円玉2枚よ
り軽い。こだ、ちっちぇ体しで、谷じゅ
うに響きわたるさえずり、すんだがら、

たまげっちもーな。ちなみに、これは、
ヤマサ商店の窓にぶつかったらしい。

ミソッチョ（ミソサザイ）は、只見方言
だぞや。	 （イサム）

11/5 脱帽
見つけると、ついついカメラを向けて
しまう…。このデザイン力に脱帽。
	 （毘沙沢）

11/24 楽しいハイキング
雨の予報が外れて良い天気になったの
で午後から某所へハイキングに行って
来ました。泥地には立派な足跡が沢ま
で、途中の道路脇にはミツバチの巣箱
を壊して散々蜜をなめつくくした跡、
そばの木には爪跡。クマの痕跡を大い
に楽しみました。
ついでに山の幸のおまけまでついて、
これは言うことなし！	 （明）

11/27 最後の日向ぼっこ？
アキアカネが温かい所で陽にあたって
いました。	 （明）

12/8 密集テントウムシ
車庫の冬

ふゆ

垣
がき

（冬囲い）をしっぺどしたら、
溝の端っこさ、テントウムシがびっし
りくっついでだ。	みごとなんで、写真
で記録したずや。ちなみに、4種類ぐ
れぇいそうなんだども、だれかくわし
い人がいだら、教えてくんつぇ。
	 （イサム）

これ、柄はまちまちですが、全てナミテ
ントウだと思います。羽の色や斑紋は
同じ種類とは思えないヴァリエーショ
ンがあるようですよ。エンドウマメで
おなじみの、メンデルの法則で決まる
ようです。	 （大友）

12/11 セイタカオオウバユリ
ユビソヤナギ調査の折、深沢地区の国
道289号のわきに、大きなオオウバユ
リを発見！　草丈なんと190㎝！　あ
んまり背が高

たけ

えので、セイタカオオウ
バユリと命名したぞや。	 （イサム）


